


























　第 3 回目となるセミナー（11 月 22 日、担当：藤岡）では、「International Relations as 










　第４回目（1 月 25 日、担当：池）では広島大学から English as a medium of instruction 
(EMI) 教育に関わっている柴田美紀教授を迎え、「Japanese L2 English learners’ positions 
in miscommunication: Who is responsible for failures?」と題した講演を行う。外国人留学
生と密接にかかわる EMI のコースにいる日本人学生がどのように英語使用と学習に向き合
うのかを現場の視点を交えながら考えていく。執筆時点では開催前となっているが、新たに
2 年生も運営チームに加わり、積極的な準備がなされているところである。
　異なる文化的背景を持つ人々と連携して取り組むべき様々な問題は今日きわめて複雑化し
多様化してきている。グローバル化への対応において、多様な文化に触れ、学びを深め、い
かに能動的に実践に移していくかということが現在の課題の一つと考えられる。本年度の「多
文化研究セミナー」では、様々な授業の学びを基礎にし、セミナー運営・企画を通して実践
力を養うという本学部の理念を実体化させるアプローチを取り入れることにした。それに
よって、我々が直面しつつある問題の複雑化、多様化への対抗手段の基礎を文化と言語の観
点から構築し、発信するというプロセスを学生は体験することができたのではないだろうか。
また企画段階から運営チームとして活動することにより、「発信」していくために必要な知識、
計画、多角的な視点の必要性を体験する機会となったと考えられる。
